
催 

し

◆
◆
◆

通
崎
睦
美
の
木
琴
日
和 

in 
き
び
ド
ー
ム

三
井
住
友
海
上
文
化
財
団
と
き
め
く
ひ

と
と
き
第
1
1
0
2
回
「
通
崎
睦
美
の
木

琴
日
和
」を
き
び
ド
ー
ム
で
開
催
し
ま
す
。

木
琴
奏
者
や
随
筆
家
と
し
て
も
活
躍
さ
れ

る
通
崎
さ
ん
と
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
大
学
教

授
を
務
め
る
松
園
さ
ん
の
お
二
人
に
よ
る

親
し
み
や
す
く
誰
も
が
楽
し
め
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
木
琴
の
巨
匠
・
平
岡
養
一

氏
が
愛
用
し
た
大
型
木
琴
か
ら
鳴
る
魅
力

あ
ふ
れ
る
音
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ご
入
場
に
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

事
前
に
販
売
窓
口
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
9
月
13
日
（
日
）

・
開
場 

13
時
30
分

・
開
演 

14
時

●
場
所
／
き
び
ド
ー
ム

●
チ
ケ
ッ
ト
料
金

・
大
人
／
前
売
り
券
1
0
0
0
円
（
当
日

券
1
5
0
0
円
）

・
高
校
生
以
下
／
無
料

●
販
売
窓
口

・
社
会
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
A
L
E
C
）

・
T
H
E 

B
A
S
E 

C
A
M
P 

A
R
I
D
A
G
A
W
A
（
藤
並
駅
観
光

案
内
所
）

問

社
会
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

相 

談

◆
◆
◆

9
月
・
10
月
は
行
政
相
談
月
間

行
政
相
談
所 

開
設

総
務
省
の
行
政
相
談
と
は
、
行
政
に
つ

い
て
の
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
受
け
付

け
、
担
当
行
政
機
関
と
は
異
な
る
立
場
か

ら
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
行
政
の
制
度
や
運
営
の
改
善
に
生

か
す
仕
組
み
で
す
。

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
に
つ
い
て

広
く
国
民
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
そ
の
利

用
を
促
進
す
る
た
め
、
9
月
・
10
月
の
2
カ

月
間
を
「
行
政
相
談
月
間
」
と
し
、
全
国
一

斉
に
各
種
相
談
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

有
田
川
町
で
も
、
行
政
相
談
委
員
が
次
の
と

お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
9
月
17
日
（
木
）

・
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

13
時
30
分

～
16
時

●
10
月
15
日
（
木
）

・
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー　

13
時
30
分

～
16
時

●
10
月
21
日
（
水
）

・
安
諦
地
区
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー　

9
時

～
11
時
30
分

・
清
水
会
館　

13
時
～
16
時

問

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）・
清
水
行
政
局

総
務
政
策
室

年 

金

◆
◆
◆

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年

金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が
一

定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
を
支
援
す

る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。

受
け
取
り
に
は
、
請
求
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。
事
務
手
続
き
は
日
本
年
金
機
構

（
年
金
事
務
所
）
が
行
い
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

①
次
の
要
件
に
全
て
当
て
は
ま
る
老
齢
基

礎
年
金
受
給
者
。

・
65
歳
以
上
で
あ
る
。

・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税

で
あ
る
。

・
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額

の
合
計
額
が
約
93
万
円
以
下
で
あ
る
。

②
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
。

・
前
年
の
所
得
額
が
約
4
9
2
万
円
以
下

で
あ
る
。

●
請
求
手
続
き

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
お

受
け
取
り
い
た
だ
け
る
方
。

お
受
け
取
り
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、

日
本
年
金
機
構
が
9
月
か
ら
順
次
、
請
求

可
能
な
旨
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

同
封
の
は
が
き
型
請
求
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

②
年
金
を
受
給
し
始
め
る
方
。

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金
事

務
所
ま
た
は
市
町
村
で
請
求
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

・
現
在
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
基
本
的
に
更
新

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、

電
話
で
お
客
さ
ま
の
家
族
構
成
や
金
融

機
関
の
口
座
番
号
・
暗
証
番
号
を
お
聞

き
し
た
り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求

め
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎
年
金
番

号
が
分
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
給
付
金
専
用

ダ
イ
ヤ
ル　

☎
0
5
7
0
‐
0
5
‐

　

4
0
9
2
・
和
歌
山
西
年
金
事
務
所　

☎
0
7
3
‐
4
4
7
‐
1
6
6
0

お知らせお知らせ
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